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 ぜひ、おすすめ  訪問歯科診療の利用 

 要介護状態に加えて、入れ歯が外れやすい、根だけになった歯の尖った部分が舌にあたって痛いといった、お口
の問題はございませんか。また、要介護で通院が困難になったからといって、歯科治療をあきらめていませんか。
そのような方々のために、訪問歯科診療があります。 

 訪問歯科診療とは歯科医師や歯科衛生士が自宅や施設に伺って歯科治療を行うものです。訪問診療用の器材を携
帯していくので、入れ歯の調整だけではなく、新しい入れ歯をつくる、虫歯や歯ぐきを治療するといった、一般的
な歯科治療に対応することができます。また、誤嚥性肺炎予防のための口腔ケアや、在宅での生活に欠かせない食
支援についても指導を行います。 

 安全に治療を行うために、事前に全身の病気や薬、利用している介護サービス、キーパーソンやケアマネジャー
等に関する情報を収集します。また、歯科治療当日も血圧、脈拍、体温などを測定し、治療が可能な状態かを確認
します。医療保険で治療が受けられるため、病院での会計と同様に、一部負担金の支払いで済みます。 

 在宅での生活を支える訪問歯科診療を、ぜひご活用ください。 
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